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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期

第３四半期

累計期間

第97期

第３四半期

累計期間

第96期

会計期間
自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日

至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 7,925,555 7,474,117 10,576,448

経常利益 （千円） 363,888 286,563 465,399

四半期(当期)純利益 （千円） 242,446 218,278 350,746

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 3,471,000 3,471,000 3,471,000

発行済株式総数 （千株） 21,974 21,974 21,974

純資産額 （千円） 10,541,836 10,808,403 10,557,744

総資産額 （千円） 17,600,990 19,385,057 17,846,347

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 11.11 10.00 16.07

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 6.00

自己資本比率 （％） 59.9 55.8 59.2
 

 

回次
第96期
第３四半期
会計期間

第97期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.57 4.64
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、新株予約権付社債等の潜在株式がないため

記載しておりません。
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約の締結、変更、解約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、期前半における円高・株安の進行はあったものの、雇用や所得環

境は改善が続き、後半には輸出の持ち直しや在庫調整の進展も見られ、緩やかな回復基調で推移しています。一方

で新興国経済の減速や米国新政権の今後の実行政策に伴う影響の有無等、景気の先行きについては未だ不透明な様

相を呈しています。

化学工業におきましても、需給状況は比較的堅調で穏やかなものの、原油相場の動向に関連した石油化学品原料

高騰や為替の影響等による下振れ要因も持ち合わせており、企業収益に対する今後の動向は依然として予断を許さ

ない状況であります。

このような状況下、当社は当期を起点とする新たな３ヵ年の中期経営計画を策定し、『「世界で存在感のある

ファインケミカル創造企業」を目指す～「未来志向のものづくり」に挑戦～』を基本方針に掲げ、重点施策及び各

種経営課題への取り組みを行っているところであります。

　当第３四半期累計期間の業績状況といたしましては、為替の影響等により、売上高は前年同四半期比5.7％減の

7,474百万円となり、売上高の減少並びに販売費及び一般管理費の増加に伴い、営業利益は前年同四半期比12.6％減

の303百万円、経常利益は前年同四半期比21.2％減の286百万円、四半期純利益は前年同四半期比10.0％減の218百万

円となりました。

   　製品区分ごとの販売の状況は次の通りであります。　

　（単位：百万円）

 
平成28年３月期第３四半期累計期間 平成29年３月期第３四半期累計期間

国内 輸出 合計 構成比(%) 国内 輸出 合計 構成比(%)

アミノ酸関係 926 2,499 3,426 43.2 909 1,864 2,774 37.1

化成品関係 1,768 619 2,388 30.2 1,833 380 2,213 29.6

医薬品関係 1,538 572 2,110 26.6 1,517 968 2,486 33.3

合 計 4,233 3,691 7,925 100.0 4,260 3,213 7,474 100.0

構成比(%) 53.4 46.6 100.0  57.0 43.0 100.0  
 

（注）　金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、次の通りであります。

(流動資産)

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から598百万円増加し、9,042百万円となりました。これは

主に、現金及び預金、製品の増加によるものであります。

(固定資産)

当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から939百万円増加し、10,342百万円となりました。これは

主に、その他の中に含まれております建設仮勘定の増加によるものであります。

(流動負債)

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から972百万円増加し、5,039百万円となりました。これは

主に、短期借入金の増加によるものであります。

(固定負債)

当第３四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から315百万円増加し、3,537百万円となりました。これは

主に、長期借入金の増加によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末から250百万円増加し、10,808百万円となりました。これは主

に、利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

 
(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りです。

（基本方針）

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の掲げる企業理念及び経営理念

を尊重し、それを実現するための具体的諸施策を推進することにより、当社の企業価値及び株主共同の利益を確保

し、継続的に向上させていく者が望ましいと考えます。

当社は、上場企業として当社株式の自由な取引を尊重する観点から、支配権の移転を伴う当社株式の大量買付提

案等があった場合には、それが当社の企業価値の向上及び株主共同の利益の確保に資するものかどうかの評価やそ

の是非について、最終的には株主の皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

しかし、株式の買付行為の中には、対象とする会社の経営陣との意思疎通の努力を怠り、一方的に大量買付行為

又はこれに類似する行為を強行する事例も存在しております。また、これらの大量買付提案の中には、高値で対象

となる会社に株式を買取らせようとするもの、いわゆる焦土化経営を行うとするもの、株主の皆様に株式の売却を

事実上強要する恐れのあるもの等、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する可能性が高いものが少なくありま

せん。

こうした状況下において、大量買付提案等に応じるか否かのご判断を株主の皆様に適切に行っていただくために

は、大量買付者側から買付条件や買収した後の経営方針、事業計画等に関する十分な情報提供がなされる必要があ

ると考えます。また、当社は、その大量買付提案等に対する当社取締役会の評価や意見、大量買付提案等に対する

当社取締役会による代替案等を株主の皆様にご提供しなければなりません。当社といたしましては大量買付提案等

に係る一連のプロセスをルール化することにより、関係当事者が最も適切な判断を行えるような仕組みを構築する

ことが必須であると考えております。

このような考え方を、「財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」として掲げるとと

もに、不適切な企業買収行為を防止する仕組みとして「大量買付のルール」を定めております。
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(4)  研究開発活動

当第3四半期累計期間の研究開発費の総額は、374,825千円であります。

　

（5）　重要な設備の新設等

平成28年９月16日開催の取締役会において、医薬品原薬・中間体の生産能力を大幅に増強するため、常磐工場(福

島県いわき市)敷地内に、新規設備を建設することを決定いたしました。なお、竣工は2018年(平成30年)３月を予定

しておりますが、当局・主要な取引先による審査並びに許可を得た後、本格稼働は2018年度(平成30年度)後半とな

る見込みです。

新設備の概要は下記の通りとなっております。

・所在地　　福島県いわき市常磐西郷町落合788(常磐工場敷地内）

・投資金額　約34億円

・建屋概要　鉄骨造５階建て 建築面積564㎡ 延べ床面積1,943㎡

・生産品目　医薬品原薬・中間体

・着工予定　2017年(平成29年)４月

・竣工予定　2018年(平成30年)３月

・主要設備　1,000～5,000Lの反応槽、遠心分離機、乾燥機等、クリーンルーム(ＩＳＯクラス８)
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,974,000 21,974,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
あります。

計 21,974,000 21,974,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

－ 21,974,000 － 3,471,000 － 3,250,140
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成28年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)  

－ －
普通株式 145,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,776,300 217,763 －

単元未満株式 普通株式 52,300 － －

発行済株式総数  21,974,000 － －

総株主の議決権  － 217,763 －
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が64株含まれております。
　

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
有機合成薬品工業株式会社

東京都中央区日本橋人形町
三丁目10番４号

145,400 － 145,400 0.66

計 － 145,400 － 145,400 0.66
 

　

２ 【役員の状況】

   前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、監査法人保森会計事務所により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

  ①　資産基準                  0.6％

  ②　売上高基準                0.0％

  ③　利益基準                  2.3％

  ④　利益剰余金基準            2.7％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,494,517 1,725,437

  受取手形及び売掛金 2,929,340 2,898,557

  製品 2,551,013 2,987,420

  仕掛品 382,723 315,283

  原材料 828,130 902,545

  その他 258,249 213,567

  貸倒引当金 △300 △300

  流動資産合計 8,443,675 9,042,512

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,438,949 1,419,849

   機械及び装置（純額） 1,479,616 1,495,091

   土地 3,181,828 3,181,828

   その他（純額） 1,083,473 1,864,616

   有形固定資産合計 7,183,868 7,961,386

  無形固定資産 87,220 113,547

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,871,018 2,080,397

   その他 260,564 187,214

   投資その他の資産合計 2,131,583 2,267,612

  固定資産合計 9,402,672 10,342,545

 資産合計 17,846,347 19,385,057

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,478,356 ※２  1,525,159

  短期借入金 700,000 1,400,000

  1年内返済予定の長期借入金 466,600 566,800

  未払法人税等 110,561 60,331

  賞与引当金 210,717 99,048

  その他 1,099,932 1,387,794

  流動負債合計 4,066,167 5,039,133

 固定負債   

  長期借入金 1,458,500 1,800,000

  再評価に係る繰延税金負債 600,638 600,638

  退職給付引当金 848,924 841,637

  資産除去債務 14,316 14,341

  その他 300,055 280,903

  固定負債合計 3,222,435 3,537,520

 負債合計 7,288,603 8,576,654
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,471,000 3,471,000

  資本剰余金 3,250,140 3,250,140

  利益剰余金 3,211,800 3,299,094

  自己株式 △46,671 △46,730

  株主資本合計 9,886,270 9,973,504

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 585,751 749,165

  繰延ヘッジ損益 △10 －

  土地再評価差額金 85,733 85,733

  評価・換算差額等合計 671,474 834,898

 純資産合計 10,557,744 10,808,403

負債純資産合計 17,846,347 19,385,057
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 7,925,555 7,474,117

売上原価 6,210,513 5,753,073

売上総利益 1,715,042 1,721,043

販売費及び一般管理費   

 役員報酬及び給料手当 326,961 326,083

 賞与引当金繰入額 19,704 22,143

 退職給付費用 29,884 25,831

 研究開発費 335,857 374,825

 その他 655,093 668,396

 販売費及び一般管理費合計 1,367,501 1,417,279

営業利益 347,540 303,763

営業外収益   

 受取利息 560 435

 受取配当金 35,357 34,727

 助成金収入 ※１  15,363 ※１  6,146

 雑収入 15,028 13,598

 営業外収益合計 66,309 54,907

営業外費用   

 支払利息 37,305 32,121

 社債利息 609 123

 アレンジメントフィー － 18,500

 雑損失 12,046 21,363

 営業外費用合計 49,961 72,108

経常利益 363,888 286,563

特別利益   

 受取補償金 ※２  22,035 －

 投資有価証券売却益 7,276 29,133

 特別利益合計 29,312 29,133

特別損失   

 固定資産除却損 30,754 21,117

 特別損失合計 30,754 21,117

税引前四半期純利益 362,446 294,579

法人税等 120,000 76,300

四半期純利益 242,446 218,278
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

税金費用の計算

 

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税
効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ
て計算しております。

 

 
（追加情報）

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。
 

　

(四半期貸借対照表関係)

　１ 受取手形割引高

 

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形割引高 －千円 116,841千円
 

(注)　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

　　　３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、上記の四半期会計期間末の受取手形割引残高に四半期

　　　会計期間末日満期手形が17,971千円含まれております。

 
※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

　　　３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

　　　残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

支払手形 －千円 15,194千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

※１　東日本大震災に係る被災地域の復旧及び復興促進を目的とする雇用支援に対する福島県からの補助金等でありま

　　　す。

 
※２　東京電力株式会社から公表された賠償基準に基づく、福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害等に対する

　　　賠償金であります。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

減価償却費 379,971千円 467,814千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月23日
定時株主総会

普通株式 109,154 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月24日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

　の

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月24日
定時株主総会

普通株式 130,971 6.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

　の

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 11.11円 10.00円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 242,446 218,278

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 242,446 218,278

普通株式の期中平均株式数(株) 21,829,383 21,828,500
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月10日

有機合成薬品工業株式会社

取締役会  御中

監査法人　保森会計事務所
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   小   山   貴   久　 印

 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   渡   部   逸   雄   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている有機合成薬品工

業株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第97期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年10月１日か

ら平成28年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、有機合成薬品工業株式会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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